
［主要品目の価格動向］

6,800

1,590

工場着

道内の木材市況概況（令和７年１０月）

区分

素材

*エゾマツ

（道産材）
・エゾ・トド原木の入荷は、概ね順調だが、一部
で不足している。また、原木に傷みや虫害が多
く発生しており、歩留まりが低下しているとの声
がある。市況は保合～強含み

・カラマツ原木の入荷は、かなり少なくなってお
り、全道で不足感が強い。市況は弱保合～強含
み。

0

工場渡

41,700

14,200

径20～28㎝ 長3.65ｍ
品等込

シナ 0

0

13,300

100

11,400

35,100

・市況は保合。

0

0

△ 200

市況の動向

工場着

工場着
径30～38㎝ 長3.65ｍ
品等込
径30～38㎝ 長2.4ｍ
上 品等3等

工場着

カラマツ

トドマツ
径30～38㎝ 長3.65ｍ
品等込
径14～18㎝ 長3.65ｍ
品等込

100

カラマツ

工場着

*ナラ

形量・品等込

形量・品等込

チップ工
場着

樹種 形量・品等 仕切場所 全道価格
前月差

（前期差）

工場渡

厚4㎜ 幅91㎝×長
182㎝ 2類-1等

70,200

厚2.7㎝×幅15㎝上
長2.0ｍ以上 板類1等

エゾ・トド
厚10.5㎝×幅10.5㎝
長3.65ｍ 甲Ⅱ-2級

工場渡

*ナラ

0

301,300

14,200

・チップ原料材は保合。

・チップは保合。

注１　前月差欄の△印は、値下がりを示す。

チップ
原料材

問屋着

（道産材）
・エゾ・トド製材は、一般住宅向けの需要が回復
せず、引き続き荷動きが悪い状況が続いている
との声が多い。市況は保合。

・カラマツ製材の荷動きは、概ね順調。受注は
多少の増減はあるが、ほぼ横ばいで推移してい
る。市況は保合～強保合。

（住宅着工戸数）
・9月の新設住宅着工戸数は前年同月比93％。

カラマツ

カラマツ 梱包材：定尺

9,000

0

0

8,400

10,900

0

合板

製材

0広葉樹

注２　価格欄の「－」は、調査項目の変更のため未調査であることを示す。

カラマツ 山棒・剥皮

広葉樹

注４　毎年４月に調査対象企業の変更を行っているため、グラフの３～４月価格は接続しないで表示する。
注３　四半期項目（樹種名の前に「*」を表示）は、当該調査月から直近の調査価格と前期差を示す。

チップ工
場着
チップ工
場サイロ下

チップ

山棒・剥皮
チップ工
場サイロ下

チップ原料材（カラマツ） 6,800

チップ原料材（広葉樹） 9,000

カラマツチップ
8,400

広葉樹チップ 10,900

シナ合板（右目盛）

1,590
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R4.11 R5.5 R5.11 R6.5 R6.11 R7.5

その他木材価格の推移

エゾ・トド（甲Ⅱ）

70,200

41,700

ナラ（右目盛） 301,300

130,000

150,000

170,000

190,000

210,000

230,000

250,000

270,000

290,000

310,000

25,000

35,000

45,000

55,000

65,000

75,000

R4.11 R5.5 R5.11 R6.5 R6.11 R7.5

製材価格の推移

カラマツ梱包材

14,200

トドマツ（込）
14,200

11,400

ナラ
35,100
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素材価格の推移

エゾマツ

カラマツ（14～18cm)

1

森田一成(MORITAKazunari)
スタンプ


